環境科　「水・土壌グループ」　活動報告　２０１３
水・土壌グループ活動運営基本方針
　2007年初回会合及び2008年初回会合にて合意

· 基本的に各自の個人テーマを尊重する
　　但し、グループ内での発表テーマはそれに拘らず、都度水と土壌に関るものであればよしとする

　　各会合は2・3人のキー・スピーカーを決めて２０－３０分程度基調の話を聞き、その発表について

　　全員で討議することを中心活動とする
・　各自発表の資料は原則A4版1枚以内とする
・　書籍文献でよいものがあれば、読み合わせをすることもできる
・　必要に応じて関連現場に出向いて活動を行うこともできる
・　男女の役割分担を固定化しないことを旨とする

　2009年以降、上記を踏襲
「水と土壌グループ」は毎回の定例会で何をしているか
・　その時々、私たちが話したいテーマについて話し合っています。
　　　そのテーマは、話す人自身の問題意識に基づいた話です。

· 私たちが話すとき、私たちは他のメンバーが共感を持って聴き、考え、
　　　そして意見を交わしてくれることを期待しますが、必ずしもその期待通りにはいきません。
・　それは、自分と同じ考えを持ってくれる人もいれば、そうでない人もいるからです。
· 私たちにとって大切なことは、考えの違う人がいても、自分の考えを臆さずに伝え、
　　　異なる考えを謙虚に聴き、議論し、自らの考えを高め、行動する力を得ることです。
· 私たちのグループでは、そういうことが可能になるようにメンバーは努力し、お互い助け合います。

2013年度年間７回の会合で皆が話し合った主なトピックス
・　2013年度各自テーマの確認、及び第一回テーマの決定（全員討議）
・　全員ショート・レポート発表会　　共通テーマ「サクラ」
・　著書紹介　｢水は世界を支配する」　（個人レポート）
・　著書紹介　「水は答えを知っている」①②　（情報提供回覧）
・　落語家と行くなにわ探検クルーズ　（見学会）
・　今年も８月を迎える　（映画｢原爆の子」鑑賞）
・　水と遊ぶ　－川の流れに乗ってー　（個人レポート）
・　水の不思議　（個人レポート）

・　連作障害・土壌対策について　（個人レポート）
· 環境大学校20周年記念11月3日ネイチャーラリー参加について（Eメール交換を中心に進める）

・　環境科内「水・土壌グループ」活動報告

まとめ

私たちは「水」と「土壌」をキーワードとして、各個人の思考と行動の力となる知識の共有化を図り、
生き生きとした生活者として協働しつつ、生態系と環境の保全に務めます。

2013 メンバー紹介（１０名）
　　　氏　　名　　　　　　　　　個人のテーマ　　

村山　健一郎   シ 6         海水の汚染問題と海水の淡水化
辻中　英雄     シ 7         耕作地の土作り
三戸　郁子　   シ 7         雨水の利用
秋山　幸子　   シ 9         水から見た世界史
辻井　幸子　　 シ 9         水ビジネスについて
飯田　幸子　　 シ13　　　　日本の飲料水の水質
樋口　修　　　 シ13　　  　水の支配構造とその諸問題　

羽尻　嵩　　　 シ16　　  　バラタナゴの育種その後

前中康司　　　 シ16       「水と土壌」の水　　　

井口　禎三　　 シ 3       　砂漠化問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013・12・20井口禎三
環境科「水・土壌」グループ　　　　　　水の不思議　　　　　　　　　　　平成２５年１２月２０日
前中　康司
「水の不思議」のあらすじ
　１．水はどうできたの
　　　・Ｈ２５年８月２４日　朝日新聞から地球の誕生から水の誕生？を紹介
　２．梅雨の雨と冬の雪
　　　・日本列島を取り巻く四つの気団による雨と雪の関係を考えます
　　
３．水の不思議な特性
　　　・水の基本情報としての状態変化をおさらいします
　　　　　
　４．冬の季節がやってくる
　　　・雪の降るしくみ
　　　・氷が水に浮くわけと生き物とのかかわりを不思議と感心します
　　　・雪の結晶を美しいものと意識します
　　　・雪の結晶の誕生と成長することの驚きを感じます
　
　５．雪の結晶
　　　・中谷宇吉郎博士の雪の研究についてチョコッと紹介します
         科学者の観測・実験に感心します
　　　　「雪は天からの送られた手紙」の意味は
　　　・小林禎作博士の雪の研究についてサッーと紹介します
　　　・雪の結晶のダイヤグラムを説明します
　６．水の結晶
　　　ひとつ、水の循環をおさらいして、最後の「水の結晶」へ進みます
　　　「結晶物語」から美しい結晶と醜い結晶を比較します
　７．最後に　
　　　科学者の義憤大いなる「擬似科学」なるものを紹介します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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